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感性 と表現に関する領域 「表現」 として大 きく
あ らためられることとなった。それは保育にお
ける 「音楽」 と 「造形」のあ り方が問い直 され
るきっかけともなり,今 般平成20年 の改訂にお










るように働 きかけ,総 合的な子 どもの表現を受
けとめてゆ く力である。





田(2008)は 京都市内にある3園 の幼稚 園の教





②一体的な保育 を見たり,体 験 したことがない
　のでや り方がわか らない。
③別々のほうが子どもにはわか りやすい。





体験 したことがなく,指 導の方法が分か らない





る科 目のあ り方が本質的に検討 されないままに,
音楽,美 術,体 育などを専門領域とする教員の










て,「 音楽」 と 「造形」を融合 した授業展 開を
試み ようとする動 きも生 まれている。今川 ら
(2005)は,音 楽 と造形 を総合 した視点か ら保
育者養成課程 における領域 「表現」 にかかわる
授業のあり方 を模索 し,2つ の視点が融合され
た授 業展 開を試み ている3)。また,宇 佐美 ら
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表現 を受けとめ,育 むことので きる保育者の養
成に向けて,わ れわれ執筆者3名 は音楽教育 と
美術教育の立場か ら 「保育内容指導法(表 現)」




生2ク ラス(全4ク ラス)の 「保育内容指導法
(表現)」 の授業について,実 践 内容 と学生の
意識調査の分析 をもとに,表 現科 目における音
楽 と造形の相互交流の可能性を探ることを目的
とする。
2.音 楽 ・造形のカリキュラムと 「保育内容指
　　導法(表 現)」 の位置づけ
　音楽や造形 といった芸術分野の科 目の学びと











る授業 は,免 許 ・資格に関わる必修科 目に加え




きる機会を提供 している(表1)。 また,こ れ































・音 楽 科 教育 内容 論
(必 修)A・Dク ラス





























聴いてみると,躍 動感を感 じたり,形 や色が浮
かんだ り,暖 かさや冷たさを感 じとることもで
きる。ひとつの音の刺激に対 して感じ方を広げ
ることは,表 現方法を広げることにもつながる。
　そこで,わ れわれは子 どもの表現 を援助でき
る資質,能 力の向上を目的として,本 科 目のね
らいを以下の5点 に定めた。
① 固定化 された感性を開放する。



























































〈楽 曲 を描 画 す る>








ま と め と ア ンケ ー ト
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② 音 ・色 ・形 ・手触 り・動 き ・空間などを関
　連づけながら表す体験 をする。
③ グループによる創作活動をとお して,相 互
　にや りとりしなが ら表現する楽しさを味わう。








　音源 として,シ ンバルをソフ ト擾や木の擾 を





叩いて音源 を提示 した"。 音高判断の練習を数
回行い,提 示 された音のリズムを自由に描いた。




成へ と導 くために,音 楽的側面からはリズム課
題を設定 し,五 感を集中させて音を描 くことを
試みた。また造形的側面からは,色 の三属性や
三原色など,色 の性質や秩序を把握することを
目指 した。描画材 は保育の現場でも用い られる
コンテパステル12色(以 下パステルと略す)51を


















〈リズムを描 く〉一音 と点 ・線 ・形 ・色一
(1)8拍 のまとまりがある音の リズムを描 く
　黄土,こ げ茶,グ レー,黒 の4色 から1色 を
選び,8拍 の音のまとまり(譜 例1)を 描いた。
ここでの課題は,8拍 の音 を①稜線を利用 して













を復習することで,色 の秩序を把握 し,色 のイ
メージの幅 を広げ られ るように,次 の ような
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ワークシー ト学習を行った。
①色の三属性(色 相 ・明度 ・彩度)や 色料の三
　原色について色掛図や色立体 を提示 しなが ら
　解説する。








(3)余 韻の残る旋律の動 きを描 く
　 ダンパーペダルを使用 したピアノによ り提示
される①ペンタ トニック(5音 音階)② 全音音
階 ③ クラスター(こ ぶしで鍵盤を押す弾 き方)
の音のイメージを,好 みの色のパステルと濃淡
などを用いて自由に描いた。写真5は ペ ンタ ト
ニックの音 を描いたものであ り,写 真6は クラ
スターの音 を描いたものである。












〈楽曲 を描画 す る>
　P.D.　Q.　Bachの 楽曲 《Chanson:Toute　 lannee,
hey,　hey,　hey》8}を 繰 り返 し聴 き取 りなが らパ ス
テルを用 い て版 画用紙 に描 く。単 に曲の印象 で
はな く,後 で 自分 自身が描 画 を見 た ときに楽 曲
を思 い出せ るよ うに,ま た演 奏す る手掛 か りに
なる ようなもの として表す ことを条件 とした。
　既習 の内容 を振 り返 りなが ら,① リズムや旋
律 と点 や線の 関係,② 音 の高 さと色 や空問性 と
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の関係,③ 音の質 と色や筆触の関係,④ 音の強
さと点や線の大きさ,太 さ,筆 圧の関係などを
意識しながら描 くように注意を促 した。加えて
手首の動 きだけで描 くのではなく,楽 曲を聴い
たときの自然な身体の動 きや,肩 から肘全体の
動 きによって描 くように強調 した。
　次の第ll回 において,描 画材に水性絵の具を
加 え9},同 様 の手順 にて作品 と して仕上げた
(写真7)。
楽 をつ くる』(監 修 ・解 説 坪 能 由紀 子)よ り
《雨 》《木片 》《ハ ウス ・ミュー ジ ック》 の3曲
を選 び,聴 取 した'2J。曲の聴取 に際 して,リ ズ
ムや音 の重 な りの面 白 さ,音 色 の違 い,全 体 的
な曲の イメー ジな どに注 意 を向けて聴 くよ うに
促 した。
〈音具をつくる>














音具の現物を調べ,① 吹 く ・吸う,② 叩 く・打
つ,③ 擦 る ・引っか く,④ 振 る,⑤ 振 り回す,
⑥はじくなどの発音原理 を知 り",,音 具づ くり
に生かすことのできる知識 を得た。 また,音 具











もに,音 楽づ くりの基礎 となる基本的な音楽形
式を学んだ。また,グ ループで音楽を作 るとき
の留意点 を説明し,完 成 した音具を用いて音楽
づ くりを行った。 さらに創作 した曲を色や形に
変換 して表すために,参 考 となる既成の図形楽
譜の鑑賞 を行った。
〈基本 的 な音 楽形式 を学ぶ 〉
　音楽形式 と しては,フ レーズ に繰 り返 しのあ
るもの(A-A-B)や,ロ ン ド形式(A-B-A-
C-A,A-B-A-C-A-B-A)や カ ノンな ど
を説明 した。音楽 に変化 をつ け る工夫 として,
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　 〈写 真9>鑑 賞 した 図形 楽 譜 の1例
R.H.ラ マ テ ィ"konstellationen".　 1971
　音具を用いたグル0プ での音楽づ くりに際 し
て,以 下のような留意点を示唆した13)。
① どんな形式を用いた音楽にするかを話し合 う。
②音楽の始め方,終 わり方について話 し合 う。





　創作 した自分たちの音楽を,色 や形に変換 し
て表現する参考 として,現 代の図形楽譜を大 き
く3つ に分類ユ4>して紹介 し,パ ワ0ポ イントを
用いた鑑賞を行った。紹介した作晶の作者は次
の通 りである。
①五線譜を図案化 した もの:G.ク ラム,S.ブ
　 ソッテ イ,J.ケ0ジ









態の もつ形状(形,大 きさ)や 色や7ﾘ淡 から音
の質,大 きさ,強 さを想像する,③ 背景の色か
【第m回 】〈図形楽譜作成 と発表 にむけた練習〉
　本時は音楽づ くりを行いなが ら描画によって
記録 してゆき,最 終的にはB列 本判 の画用紙
(765mm×1085mm)に 楽譜を完成させた15>(写
真王0・ll・12)。 さらに,そ れらの楽譜 をもと
に発表にむけた演奏の練習を繰 り返 し行った。
音楽づ くりに際して,学 生か ら教員に意見や助











によるアンケー ト調査(資 料1)を 実施した。










【Aク ラス】①海辺の祭 り②海の物語(お 魚の
物語)③ レッツ ・クッキ ング④汽車の旅⑤音の
行進⑥夏の1日
【Bク ラス】①Japanese侍(写 真13)② サバ




た本科 目のね らいと第9回 ～15回 の授業内容に
ついて述べた。本章では,授 業実践に際して設







く根づいてお り,音 楽と造形を全 く別の性格や
内容の表現活動 として捉 えている学生は少なく
ない。勿論両者にはそれぞれ固有の美学 と構造
があるには違いないが,一 方で多 くの共通性 も
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であった。特 に音楽では,学 生は西洋の楽音を








表 し方を開放し,今 まで とは異なる感 じ方,表
し方がで きるようになったであろ うか。ア ン
ケー トや作品か ら見てゆく。
　表3の3項 「音や音楽を色や形で感 じ,表 す
ことがで きるようになった」や11項 「表現につ
いての感 じ方,考 え方が少 し変わった」がとも
に4.0と 比較的高いポイン トであることや,自
由記述の表6及 び表7か らは,不 十分なが らも
学生が固定化 された感性 を開放 しようと試みて
いる様子がみて とれる。 しかし,前 掲の図形楽
譜(写 真11)に 見 られるように,描 画 として融




音楽 を感 じ,表 すことの楽 しさを味わった」




(2)音 ・色 ・形 ・手触 り・動 き ・空間などを関
　連づける表現がなされたか
　音 を描画する導入の段 階で,他 者に伝 えるこ
とを意識 して自分な りの一定のルールをつ くる
ように促 した。各々の要素が決して一対で対応
するものではないが,や やもすると 「何 となく」
や 「フィーリング」 などといった全体の印象画,














高,旋 律 を点 ・線や形,色 で感 じ,表 すことが
で きるようになった」や,3項 「音や音楽を色
や形で感 じ,表 す ことができるようになった」
が ともに4.0ポ イン トであることや,7項 「音,
色,形 を統合 しなが ら現すことの楽 しさを味
わった」 は4.3ポ イントと高いことか ら,概 ね,
学生は音 ・色…を関連付けなが ら表す ことを体
験 し,そ れを楽 しいと感 じられるようになって
いることがわかる。しか し,一 方で表5,表7
より 「リズムを描 く」「音高を描 く」「図形楽譜
を描 く」などが難 しい と感 じることの3,4,
5位 に挙げ られていることからは,短 絡的な判
断は差 し控えたい。







への気づ きや,共 に表現する楽 しさの体験を通




　アンケー ト結果 より,授 業において学生たち
が楽しい と感 じたことの多 くは,グ ループ活動
に関するものであることが明らかである。表3
では,9項 「発表 に向けた音楽づ くりを通 して
グループのメンバーとのコミュニケーションが
活発 になった」や8項 「グループ活動 によって,
音具や楽譜をもとにした音楽づ くりのアイデア
やイメージが,よ り豊かに広がった」のポイン
トが高 く,上 位 を占めている。また,表4で は
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授業 において楽 しいと感 じたことに 「グループ
活動」を挙げた学生が67名 中55名 と高い割合 を
占めている。 自由記述においても 「グループ活
動 をしていて,音 を絵に表すのは楽 しい と感じ
ました」(表8)や 「自分な りに感 じたように
表 して,人 とくらべてみたときに,『 なるほど
そんな表 し方もあるのか』という発見がた くさ
んあって楽 しか ったです」(表6),「 自分では
思いつかなかった表現を知ることができました」
(表7),「 いろいろな人の作品を見 るのは,す
ごく楽 しかった し,そ の人の個性が出ていて面
白かったです」(表9)な ど,グ ループ活動 を
通して他者の表現に気づいたり,共 に表現する
楽しさの体験 を味わっていることが うかがえる。
　 また,「 この授業を通して子 どもの気持ちに




い きたいと思います」(表6)と い う記述か ら
は,保 育者として身につけるべ き力 を意識 しな
がら学ぶ学生の姿勢がみてとれる。さらに,「 グ
ループ活動が とても楽 しかった。一人で作成 し
た ものより,み んなで作成 したものの方が好 き
だった。そ してその過程 も面 白く感 じた」(表





(4)素 材か ら見つけた音の音色や リズム,音 の
　重な りなどの面白さを感 じて表現 していたか
　音具づ くりの過程において,学 生たちは缶や
ガラスビンや段ボール箱 を叩いた り,輪 ゴムを
弦に見立てては じいたり,小 石や小豆,大 豆 を
入れたペ ッ トボ トルや缶を振 った りなどして,
さまざまな素材か ら積極的に音を見つけようと
試みていた。 また,そ うして見つ けた音 をグ
ループのメンバー と重ね合 った り,リ ズムの変
化 を模索 した りしなが ら,音 楽づ くりを進めて
いった。そのような過程 を経て出来上がった作
品には,軽 やかなリズムの重な りが効果的に表
現 されたものや,音 色の重 なりが美 しく,耳 に
心地 よく感 じられるものがみ られた。
　授業後のアンケー ト結果か らは,表3の5項
「音具について考え,親 しむ機会となった」(4.5
ポイン ト)や7項 「音,色,形 を統合 しながら
表すことの楽しさを味わった」(4.3ポ イント)
などが高いポイン トであることや,表4で は授
業 において楽しかったことの2位 に 「音具づ く
り」が挙げられるなど,学 生たちは楽しみなが






れど楽 しかった し,こ のような表し方もあると
発見する部分 もあ りました」(表7),「 グルー
プで リズムを考えた り音具 をつ くるのが楽 し
かったです」「一人でするよりも,仲 間と共に
やった方がいろんな形の音楽が表現できると思
います」(表8)な ど,仲 問とのや りとりを通
して音楽づ くりの楽しさや発見がもたらされた
ことがみてとれる。一方,表5で 「楽曲づ くり」
が授業において難 しいと感 じたことの2位 に挙
げられていることからは,音 を見つけなが ら音
具をつ くることは興味深 く楽しいが,そ れを楽
曲にまとめることは難 しいと学生が感 じている
ことが理解できた。曲づ くりのヒン トや助言な




色や形 として表すには,何 かしらの 「もの」 と
しての表現媒体(メ ディア)が 必要である。学
生にとっては,保 育現場で備えられている描画
材料や用具に触れ,そ の特性を熟知 してお くこ
とが,保 育者 として子 どもの表現の可能性 を予




徴 を表 しやすい。の2つ 理由からコンテパステ
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ルとスポンジ筆 ・スポンジローラーを用いる描
画体験 もねらいとした。
　 まず,学 生か らの反応として目立ったのは,
大方の学生がパステルの使用が始めてであった
ため,最 初 は使用すること自体が珍 しく楽 しい
という様子であった。パスやクレヨンとは異 な
るサラサ ラした感触が気持ちよく,そ の感触 を
楽しむことで描画意欲 も湧いたようである。前
掲の写真1～7の 作品で見 られるように,多 く
の学生がパステルの形状である四角の形を利用
して,① 小 口や腹 を使う,角 を使うなどして線
の太さを描 き分ける,② 筆圧を使い分けて明瞭
な線やかすれた線などを表す,③ 鋭角的なジグ
ザグ線 と滑 らかな曲線の違いを表す,④ 描いた
線や面をこすってぼかす,⑤ 二色以上を重ねて




ん どであったため,そ の柔 らかな感触が大変魅
力になっていた。スポンジ筆やローラーの表現
効果は特 に絵の具の濃度や圧力で左右 されるが,











ては既 に20年 近 く前に 『美育文化』が 「音 ・子
ども ・造形」の特集を組んでいる15)。その誌上
で水島,岡 田,谷 中,佐 々木 らが当時の音 と造
形をめ ぐる状況と小学校 「図画工作」科や中学
校 「美術」科での実践である音具の制作 と合奏,
図形楽譜の制作,音 楽鑑賞画の制作 などの取 り
組み を紹介 してお り,方 法についてそこから大
いに示唆を受けた。 しかしその後,「 は じめに」
でも触れたように教育現場 において音楽と造形
表現の相互交流の課題が深め られ,進 展 したと
は必ず しも言いがたい状況がある。
　特に幼稚園教諭や保育士を養成する教育課程
において,再 現可能な総合的 「表現」 の指導法
の確立は強く望まれるところである。その糸口
として本学科での授業実践を可能な限 り詳細に
記述 し,詳 しい授業計画が把握 され吟味の対象
となり得 るように努めた。
　 7回 の授業で表現 された一連の学生の作品を
見るとき,音 の様々な性質の違いを聴 き分ける
事ので きた学生の描画ほど,線 や色や構成が変
化 に富んだもの となり,結 果 として造形的にも
面白く美 しい作品が生まれる傾向が顕著であっ
た。豊かな表現は,や は り身の周 りの様々な事
象の小 さな違いに気付 くことから始まるのであ
ろう。
　 そして,音 や色,形 の世界を知覚 して認識す
るときに,刺 激に対応する特定の感覚器官だけ




























　 2006pp.52-53③ 日本保育学会第60回 大会
　 論集 「保育者養成において 『表現』をどの よ
　　うに指導す るか(3)学 生の歌唱における 『声』
　　の指導について」2007pp.150-151④ 日本保
　　育学会第61回 大会 自主 シンポジウム 「保育者
　 養成 において 『表現』 をどの ように指導する
　　か(4)な ぜ,な んのために,ど う歌うのか」
　 2008p.11&
3)今 川恭子 ・宇佐美明子 ・志民一成 編著 『こど
　　もの表現 を見 る,育 てる一音楽と造形の視点
　　か ら』文化書房博文社2005




　　ラサラした感触で伸びが よく,混 色や こす る,
　　ぼかすな どの操作が しやすい。




　　ぬ ように,音 源の提示 は,学 生から見 えない
　　ように行ったQ
8)こ の曲の 日本語訳 は,『 シャンソ ン:全 ての
　　年 にヘイ,ヘ イ,ヘ イ』である。尚,こ の曲
　　の選曲理由は,① 長 さが適当である(1分11








10)本 稿では,音 具を西洋音階 とは異なる音源を
　　得 るためにつ くられた道具 と考え,民 族楽器
　　 もふ くめることとした。松平頼暁 「音具の発
　　明」『20.5世紀の音楽』青土社1982pp.169-
　　174
11)発 音の方法 による楽器の分類 としてはEホ ル
　　 ンボステルとC.ザ ックスによる 「五分類法
　　 (気鳴 ・体鳴 ・膜鳴 ・弦鳴)」 などがある。 ダ
　　 イヤグラムグループ編,皆 川達夫監修 『楽器』
　　マール社1992
12)《 雨》《木片》《ハウスミュージック》の3曲
　　 を選 曲した理由は,情 景を描写 している,リ
　　ズムの繰 り返しの面白さがある,音 色の違い
　　や音の重 なりの面 白さがある,身 近のものを
　　楽器 として取 り入れている,な どである。
13)音 楽づ くりに際する留意点 については,坪 能
　　 由紀子 『音楽づ くりのアイデア』音楽の友社
　　1995を 参考に した。




　　が鑑賞できる大 きさとして,画 用紙はB列 本
　　判 を使用 した。 また描画材料 も,既 習のコン
　　 テパステル,水 性絵の具 に,ク レヨンを加 え
　　 た。用具は水彩筆,ス パ ッタリング網の他 に,
　　 スポ ンジ筆 とスポ ンジローラーを加 え,表 現
　　 する紙の大 きさに無理のない描画用具や,繰
　　 り返 しが表現 しやすい用具を体験できるよう
　　 にした。
16)水 島尚喜 「造形教育 における 『音』 をめぐっ
　　 て」,岡 田匡史 「音楽と絵画の相互交流による
　　 試論一音楽感想画を中心に一」,谷 中優 「創作
　　 音具ついての再考」,佐 々木薫 「『音楽鑑賞画』
　　 の中で語 る子 どもたち」『美育文化』Vol.39
　　No.111989　 pp.12‐40
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リズムや音高,旋 律 を点や線や形,色 で
感 じ,表 すことがで きるようになった。
音や音楽を色や形で感 じ,表 すことがで
きるようになった。
色や形 などから音や音楽 を感 じ,表 すこ
とができるようになった。
音具 について考え,親 しむ機会 となった。
音具づ くりの基本的な知識 を得ることが
で きた。





発表 に向 けた音 楽づ くりを とお して,グ
ループの メ ンバ ー との コ ミュニケ ーシ ョ
ンが活 発 になった。
子 ども(人 間)に とって,表 現 とは何か
を考える機会になった。



















































































表4　 授業において楽しいと感じたこと 表5　 授業において難しいと感じたこと
一133一
音楽と造形の総合的な表現の可能性





ので,少 し難しかったですが,と ても楽しんでできました●音具を作 り,楽 曲を作 り,発 表をしたのはとても楽
しかったです。他の人がどんなふうに音やリズムをとらえ,表 現 しているのかがよく分かって面白かったです
●高校までの美術(図 工)と 音楽が合わさったような新しい感 じの授業でした●音を色や形で表現するのは初め
てで,最 初はすごくとまどいました。でも自分なりに感じたように表して,人 とくらべてみたときに,「なるほど,









解することができ,視 野が広が りました。友達と協力 して何かを作りあげるといった達成感も得ることができま
した●本当に表現を学ぶことができる授業だと思いました。自分が音をどのように表せばいいか考えるのは難し















表m創 作活動の楽しさや難しさ,完 成時の達成感を感 じた一
●自分で何かをつくる難しさと楽しさがわか りました。また,い ろいろな人の作品を見るのは,す ごく楽しかっ
たし,そ の人の個性が出ていて,お もしろかったです●自由であることの楽 しさと難しさを感じたように思いま




初はあまり面白くないかなと思ったけど,自 分の手で音具を作ったり,班 のみんなと協力する中でだんだん感 じ
られるようになりました。出来上がった時の達成感がよかったです●一人での楽譜作 りのとき,色 や形をどのよ
うに描 くかということも考えました。どう表現 したら一番合うかということが想像できませんでした●この授業
は,楽 譜といっても図形なので,な かなか上手に思っていた通 りに表現するのが難しかったです。
　 134
資料1
　　　　 〈 音 楽 と造 形 の 共 感 覚 と総 合 表 現 につ い て の授 業 ア ン ケ ー ト〉
◆後半の発表IIの 授 業を受講 して 、総合 表現につい ての下記の項 目に対 し該当す る数字 に○
　をつけて下 さい。
(5:非 常にそ う思 う、4:そ う思 う、3:普 通 、2:あ ま り思 わない、1:全 く思わない)
項 目




4.色 や形な どか ら音や音楽を感 じ、表す ことができるようになっ
　　た。
5.音 具 につ いて 考 え、親 しむ機 会 にな った。
6.音 楽づくりの基本的な知識を得ることができた。
7.音 、色 、形 を統 合 しな が ら表 す こ との楽 しさを味 わっ た。
8.グ ループ活動によって、音具や楽譜をもとにした音楽づくり
　 のアイディアやイメージが、より豊かに広がった。
9.発 表 に向 けた 音楽 づ く りを とお して 、 グル ー プの メ ンバー と
　 の コ ミュ ニケ ー シ ョンが活 発に なっ た。
10.子 ども(人 間)に とって、表現とは何かを考える機会になっ
　　た。
































































◆ 次の設問に対 し該 当す る番号 に○ をつ けて くだ さい。(複 数回答可)
【A】授業の中で楽しいと感じたことは、どのようなことですか?
　 1.リ ズムを聴いて描画したこと。
　 2.音 高を聴いて描画 したこと。
　 3.楽 曲を聴いて描画 したこと。
　 4.音 具づ くり
　 5.楽 曲づ くり
　 6.図 形楽譜づ くり
　 7.グ ループ活動
　 8.発 表と鑑賞
　 9.そ の他(　 　　　　 　　　　　 　　　　　 　　 )
【B】授業の中で難 しいと感 じたことは、どのようなことですか?
　 1.リ ズムを聴いて描画したこと。
　 2.音 高を聴いて描画 したこと。
　 3.楽 曲を聴いて描画 したこと。
　 4.音 具づ くり
　 5.楽 曲づ くり
　 6.図 形楽譜づ くり
　 7.グ ループ活動
　 8.発 表と鑑賞
　 9.そ の他(　 　　　　　　　　　　　　　　　 )
◆全 体の活動の 中で、特に工夫 したことを書いて くだ さい。
◆ この授 業全体 に対す る感 想や意見 があ りま した ら自由に書 いて くだ さい。
